
献血には全血献血（２００�献血・４００�
献血）と成分献血（血液中から特定の成
分だけを採血）があります。医療に必要
な血液は、まだ人工的に造ることができ
ず、献血による血液に頼っています。千

葉県では毎日約７００人の献血協力が必要
です。体内の血液の１５％までは献血して
も日常生活に影響ないことがわかってい
ます。（血液量は男性で体重の約８％、
女性では約７％といわれています）
従来の２００�に比べて、４００�献血は輸
血に伴う感染症や副作用（発熱、発疹な
ど）を大幅に減少させることができます。
例えば、８００�の輸血をする際、２００�献
血の場合は４人分血液が必要でしたが、
４００�献血では半分の２人分で済むこと
になります。４００�献血は輸血を受ける
患者さんにとって、より安全で負担の少
ない献血方法です。
皆さん、献血へのご協力をお願いしま
す。
★次回の献血は３月３１日（木）に市役所
玄関ロビ一で行います。献血時、本人確
認ができるもの（運転免許・保険証など）
を持参してください。 問保健センター�７３ー１２００

農民が豊作を祈った水神社

献血にご協力ください！

椿
海
地
区

��

来
春
に
は
、
合
併
に
よ
る
新
市
が

誕
生
す
る
予
定
で
、
市
の
歴
史
の
な

か
で
節
目
を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
名

称
は
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
名
称
と
そ
の
由
来

を
中
心
に
地
区
の
歴
史
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。

椿
海
（
ち
ん
か
い
）
は
、
一
八
八

九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
に
椿
村
と

春
海
村
の
合
併
で
生
ま
れ
、
両
村
名

か
ら
一
字
ず
つ
と
り
村
名
と
な
り
ま

し
た
。
椿
村
は
、
中
世
か
ら
の
集
落

で
あ
る
天
神
（
て
ん
じ
ん
）
五
正
部

（
ご
し
ょ
う
ぶ
）、続
い
て
台
地
の
縁

辺
部
に
宿
（
し
ゅ
く
）
の
集
落
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。
仲
荒
久
（
な
か
あ

ら
く
）、向
荒
久
（
む
か
い
あ

ら
く
）
は
、
椿
新
田
の
干
拓

後
に
で
き
た
集
落
で
、「
ア
ラ

ク
」
と
は
新
た
に
開
拓
さ
れ

た
所
を
い
い
ま
す
。

篭
部
田
（
中
央
地
区
）
地

先
か
ら
飯
塚
・
内
山
地
区
へ

の
農
道
を
通
る
と
、
五
正
部

集
落
や
そ
れ
に
面
し
た
匝
瑳

地
区
生
尾
・
宮
本
区
の
七
入

野
（
な
な
い
り
の
・
な
な
よ

り
の
）
が
あ
り
、
歴
史
的
な

集
落
の
景
観
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
七
入
野
は
台
地
の
先
端

が
入
り
く
ん
で
お
り
、
ひ
も

な
ど
を
よ
っ
た
か
た
ち
か
ら

生
ま
れ
た
地
名
で
す
。
こ
の

辺
り
は
村
と
村
の
境
界
を
め

ぐ
っ
て
、
一
六
三
三
年
（
寛

永
十
年
）
に
い
っ
た
ん
幕
府

の
判
断
が
出
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
六
四
九
年

（
慶
安
二
年
）
か
ら
七
年
間
に
わ
た

り
争
論
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
を

通
る
と
き
に
そ
う
し
た
争
い
の
歴
史

が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

春
海
村
は
、
一
六
七
〇
年
（
寛
文

十
年
）
の
椿
湖
（
つ
ば
き
の
う
み
）

の
干
拓
後
、
一
六
七
四
年
（
延
宝
二

年
）
か
ら
新
田
が
売
り
出
さ
れ
、
そ

れ
を
求
め
た
農
民
が
集
落
を
作
り
、

は
じ
め
は
「
椿
村
下
」
と
よ
ば
れ
て

い
た
も
の
が
、
一
六
九
六
年
（
元
禄

九
年
）
に
「
春
海
村
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
春
海
の
由
来
は
、
村
名

を
付
け
る
に
あ
た
っ
て
め
で
た
い
地

名
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。
椿
湖
の
干

拓
に
よ
っ
て
十
八
の
新
村
が
誕
生

し
、
市
域
で
は
米
持
村
（
よ
ね
も
ち

・
豊
和
地
区
）
と
春
海
村
が
新
田
村

で
し
た
。

同
村
で
も
っ
と
も
早
く
集
落
が
で

き
た
の
は
瀬
戸
谷
（
せ
と
や
）
で
、

新
田
が
売
り
出
さ
れ
る
と
同
時
に
農

民
が
屋
敷
を
か
ま
え
た
の
で
し
ょ

う
。
瀬
戸
谷
、
千
葉
島
（
せ
ん
ば
じ

ま
）、水
神
下
（
す
い
じ
ん
し
た
）
は

一
六
九
五
年
の
記
録
に
見
ら
れ
、
次

い
で
寄
島
（
よ
り
じ
ま
）
、沖
（
お
き
）

に
集
落
が
で
き
ま
し
た
。

水
神
社
は
、
椿
新
田
一
八
か
村
の

新
田
三
社
の
一
社
と
い
わ
れ
、
こ
の

干
拓
事
業
の
成
功
を
祈
願
し
た
の
で

し
ょ
う
。
中
世
の
古
集
落
と
三
〇
〇

年
以
降
の
新
集
落
が
混
在
し
て
い
る

の
が
椿
海
地
区
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（
生
涯
学
習
課
）

（注）赤血球製剤在庫単位数は月末単位数／単位数
は２００�献血１本を１単位に換算した数
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